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学校だより№１ 平成２６年４月１４日

と き わ 通 信
文責；いわき市立湯本第二小学校長 小川幸一

明るく楽しい学校生活のはじまり
７日（月）、平成２６年度入学式と第１学期始業式が行われました。

例年より長い春休みを終え、新２年生から６年生１３５名が、元気に登校してきました。新６年

生は、最高学年の自覚を持って、集団登校の時からしっかりと下級生のお世話をする姿が見られま

した。また、昇降口前では、どの児童も元気に職員室に向かって大きく元気のある声であいさつを

し、新しく始まる学校生活への期待の大きさが伺われました。さらに、始業式では全児童がしっか

りした態度で私の話を聞き、進級への意欲を漂わせていました。

始業式では、昨年と同じように３つのめあてについて話しました。

１ 本をたくさん読むこと → ひと月に１０冊読む

２ 人には優しくすること → 特に地域の人にもあいさつをしっかり

３ 何でも１００点をめざすこと → 努力できるすばらしさ

ご家庭でもぜひ励ましてあげてください。

入学式では、２５名の１年生を迎えました。学級担任からの呼名の時には、６年生と保護者の皆

様が見守る中、はきはきと返事をすることができました。児童の歓迎の言葉では、６年生の塩 翔

子さんが、「困ったことは何でも聞いてください。」などとあいさつをし、１年生もこの言葉に安

心した様子でした。入学式では、１年生に、全校のめあてでもある次のお願いをしました。

１ あいさつをげんきにすること

２ 友達と仲良くすること

３ 夢中で勉強や運動をすること

始業式や入学式は、特別な一日です。この特別な一日の思いを大切に、

子ども達の指導に邁進していきますので、今年度もよろしくお願いいた

します。

よろしく お願いします ～職員紹介～
本校の先生方を紹介します。教育への熱い情熱を持った頼もしい先生

方です。

校長 小川 幸一(郡山市立田母神小より) ｱｶｼﾔ 1 組 Ｙ．Ａ子(小名浜東小より) ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ

教頭 Ｍ．Ｈ美 ｱｶｼﾔ 2 組 Ｍ．Ｔ巳 Ｈ．Ｋ子

教務主任 M．Ｙ洋(鹿島小学校より) ときわ教室 Ｓ．Ｔ戸 学校司書

１年 Ｎ．Ｚ子(上遠野小より) 養護教諭 Ｋ．Ｔ子 Ｎ．Ｉ美

２年 Ｓ．Ｈ 事務 Ｓ．Ｎ子 ＡＬＴ

３年 Ｓ．Ｍ子 支援員 Ｋ．Ｈ Ｔ．Ｅ

４年 Ｓ．Ｔ也 生活支援員 Ｆ．Ｋ一 副主査（育休中）

５年 Ｕ．Ｒ子(小名浜西小より) 用務員 Ｔ．Ｍ雄 Ｗ．Ｒ絵

６年 Ｎ．Ｋ子 用務員 Ｍ．Ｈ志
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校長あいさつ
４月１日に本校校長として着任しました、小川幸一と申します。

出身は郡山市ですが、新任教員としていわき市に赴任して以来本市で生活をし、四倉町に定住し

ております。２４・２５年度は、郡山市立田母神小学校に赴任しておりました。田母神という地は、

国道４９号線を郡山市に向かい、平田村と郡山市の境にある地域です。田母神小学校は、全校児童

３４名の小さな学校だということもあり、皆仲良しで、勤勉な子どもたちでした。雪が降ると上学

年の児童は登校するとすぐに外に出て、教員と一緒に雪かきをします。大雪の時には保護者で有る

無しに関係なく地域の方々が学校に駆けつけ除雪をしてくれます。児童の学習においても保護者は

地域の各種団体の皆様が協力してくださり、よい学びを展開することができました。

本校に着任して１３日、児童との触れ合いを始めて５日が経ちました。これまでの本校の様子か

ら、前任校に勝るとも劣らない児童の学習意欲の高さと積極性、感性の豊かさを感じます。また、

保護者の皆様による、登校時の交通指導ぶりを見ても、学校への理解の深さ、協力心の厚さを感じ

ます。さらに、校庭の除草などをしてくださるボランティアの方もいらっしゃるということで、学

校、家庭、地域が一体となった教育活動が展開できることを楽しみに感じています。

入学式でもお話いたしましたが、教育は学校だけでは絶対に効果は上がりません。保護者の理解

と協力、そして地域の方々の支援により学校教育は花を咲かせます。重ねて、ご家庭には生活習慣

の確立と善悪の判断を正しく行うしつけを、地域の方々には子どもたちへの声かけをお願いし、子

ども達が自分の夢に向かってまっしぐらに突き進むことができるよう望んでいます。

今年度、本校は、福島県教育委員会より「つなぐ教育」の実践研究の指定を受けました。これは、

小学校と中学校が連携した教育活動、学校と家庭が連携した教育実践、学校と地域が連携した教育

事業により児童生徒の学力や「生きる力」を高めようとするものです。また、いわき市小学校教育

研究協議会より「社会科」の研究指定を受け、来年度、研究公開をすることになりました。本校に

これらの研究指定がなされるということは、いかに本校がいわき市の教育をリードすることへの期

待の現われと感じております。福島県やいわき市の期待に応え、児童が夢を実現させる力を高めて

いくためにも、これまで以上に保護者の皆様のご理解とご協力を賜りたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。

本に親しむ ～アカシヤタイム～ 思いやりのある、規律正しい学校の現われ

読書は、心を育てる。知恵を豊かにする。生き ある学年のトイレの様子です。どこもそうで

る支えになる。読書は、集中力を高める。表現を すが、本校のトイレのスリッパは、写真のよう

豊かにする。読書は、人格を高める。世界に羽ば にいつもきれいにそろえられています。当たり

たく人にする。 前かと思う方もいらっしゃるとは思いますが、

「ひと月に本を１０冊は 実はそうではありません。

読もう」という話をしまし 他を思いやるよい心を持

た。絵本でもよいのです。 った児童がたくさんいるす

ご家庭でも毎日１０分間の ばらしい学校の現れです。

読書の時間を家族みんなで ご家庭でもほめてあげてく

作ってみてください。 ださい。

夜間、校庭にイノシシ徘徊 自転車は規則を守って安全運転

イノシシが夜間校庭に現 春の全国交通安全運動が全国で展開されてい

われ、地中のミミズなどを ます。交通事故で多いのが飛び出しと危険な運

探っているようです。市に 転による自転車事故。

駆除をお願いしていますが、 自転車は、自動車とほぼ同じ運転規則が適用

ご注意を。校庭の除草にご されます。ヘルメット着用、一時停止、左側通

協力いただければ幸いです。行に特に気をつけさせてください。


